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幕
末
期
に
お
け
る
経
済
的
混
乱
を
招
来
し
た
安
政
六
年
二
八
五
九
）
六
月
の
開
港
以
降
に
深
刻
化
す
る
物
価
騰
貴
は
、
都
市
や
農
村
あ
る
い
は
在
郷
町
場
に
伏
流
す
る
下
層
窮
民
を
煉
り
出
し
、
上
層
富
裕
民
と
の
階
層
対
立
を
激
化
さ
せ
た
。
諸
物
価
の
な
か
で
も
と
り
わ
け
米
価
高
騰
は
、
中
・
下
層
民
に
直
接
打
撃
を
与
え
た
が
、
特
に
日
一展・諸稼ぎなどの低額所得層に一層の深刻さを与えていつ
近
世
末
の
慶
応
期
に
な
る
と
、
引
き
続
く
米
価
高
騰
を
誘
因
と
し
て
打
ち
こ
わ
し
を
と
も
な
う
窮
民
騒
動
が
全
国
的
に
数
的
ピ
ー
ク
を
示
し
席
捲
し
た
。
な
か
で
も
第
二
次
長
州
征
討
に
深
く
か
か
わ
り
米
価
高
騰
に
拍
車
を
か
け
る
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
六
月
に
惹
起
し
た。 は
じ
め
に
幕末期における豪商農の動向と窮民救済（田中）
幕
末
期
に
お
け
る
豪
商
農
の
動
向
と
窮
民
救
済
ｌ
特
に
草
加
宿
内
大
和
屋
半
兵
衛
家
幸
心
に
Ｉ江
戸
神
田
橋
か
ら
四
里
一
六
町
（
一
七
・
四
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
隔
た
り
、
図
１
に
ふ
る
よ
う
に
近
傍
地
を
中
川
・
綾
瀬
川
・
伝
右
衛
門
川
、
八
条
用
水
・
葛
西
用
水
・
谷
古
田
用
水
な
ど
が
南
流
す
る
沖
積
低
温
地
上
の
海
抜
四
メ
ー
ト
ル
前
後
地
に
位
置
す
る
草
加
宿
は
、
た
江
戸
打
ち
こ
わ
し
や
武
州
騒
動
は
、
東
武
農
村
の
主
穀
地
帯
に
も
不
穏
な
波
動
を
お
よ
ぼ
し
て
い
っ
た
。
本
稿
は
、
特
に
こ
の
東
武
農
村
地
域
に
包
摂
さ
れ
る
足
立
郡
谷
古
田
領
の
幕
領
草
加
宿
を
対
象
に
、
幕
末
の
諸
物
価
高
騰
期
に
実
施
さ
れ
た
宿
内
豪
商
農
に
よ
る
下
層
居
宿
窮
民
へ
の
救
済
手
当
て
の
事
例
に視点をおいて宿駅内部の構造的考察を試みようとするも
のである。草加
宿
の
概
要
田
中
信
正
六七
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千
住
・
越
谷
両
宿
間
の
長
距
離
人
馬
の
継
立
回
避
を
目
的
に
、
奥
州
（１）
街道第二継の宿駅として両宿の中間に十七世紀初頭瓠亟置さ
れた九力村持ち立ての組合宿である。
同宿の構成村は、①村高三八八石五六一五の南草加村、
②同二一一石五六一一一○の北草加村、③同七五石七五○○の
与
左
衛
門
新
田
、
④
同
七
五
石
九
三
四
○
の
弥
惣
右
衛
門
新
田
、
⑤
同二○五石一六九○の谷古宇村、⑥同一四五石五一一一八○の
立
野
村
、
⑦
同
一
八
九
石
九
一
三
○
の
宿
篠
葉
村
、
⑧
同
二
五
七
石
五
八
八
○
の
吉
笹
原
村
、
⑨
同
一
三
○
石
一
七
六
○
の
原
島
村
、
の
九
力
村
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
④
の
弥
惣
右
衛
門
新
田
の
承
は
、
谷
古
（２）
宇村の中大川家二代目が開墾した「開発圭疸人持」ちの新田
村
で
あ
る
た
め
、
伝
馬
宿
屋
敷
の
割
当
て
を
も
た
な
い
特
異
村
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
宿
高
は
、
同
村
石
高
七
五
石
余
を
除
い
た
八
力
村
の
合
せ
高
、
す
な
わ
ち
一
六
○
四
石
余
で
あ
る
。
宿
内
町
並
み
は
、
問
屋
場
・
本
陣
・
脇
本
陣
・
旅
籠
屋
と
い
っ
た
継立・宿泊各施設が軒を連ねる中枢部の四町目を中心とし
て
、
千
住
宿
寄
り
南
方
の
赤
堀
用
水
を
境
と
す
る
一
町
目
か
ら
、
越（３）
谷
宿
寄
り
北
方
の
伝
右
衛
門
川
を
境
と
す
る
六
町
目
に
至
る
一
二
町
（一・三一キロメートル）である。十七世紀半ばの明暦初
年
頃
に
描
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
街
道
絵
図
は
、
こ
の
町
並
承
を
九
町
五
間
（
○
・
九
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
幕末期における豪商農の動向と窮民救済（田中）
宿内は元和一一一年（一六一七）以降の日光廟参拝、あるいは
寛永十一一年（一六三五）以降の参勤交代にともなう交通量
の増加などとともに、特に一町目側の上り方向へ向って拡
張されていったと考えられる。
と
こ
ろ
で
そ
の
宿
内
も
、
十
八
世
紀
前
半
の
「
享
保
年
中
迄
へ
皆百姓一一而旅籠屋〈僅五、六軒」で「御大名様方休泊〈、
百姓方江宿打」っていたとされる。また二階屋・裏店は一
軒もなく、商・職人といえば酒屋・豆腐屋・塩油屋。湯屋
・
髪
結
床
・
団
子
屋
・
餅
屋
各
一
軒
の
営
業
が
ふ
ら
れ
た
ば
か
り
で
（４）
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
も
時
代
は
下
っ
て
十
九
世
紀
半
ば
の
天
保
末
年
頃
に
な
る
と
、
犬
・
中
・
小
旅
籠
屋
合
わ
せ
て
六
七
軒
、
あ
る
い
（５）
は
「
食
物
を
商
ふ
茶
店
有
之
、
其
外
諸
商
人
多
し
」
と
い
わ
れ
る
ま
でに宿場町としての形態は急速に整備されていった。
図
２
は
、
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
か
ら
明
治
四
年
二
八
七
一
）
に
お
よ
ぶ
約
一
六
○
年
間
に
ゑ
た
宿
組
九
力
村
の
戸
数
・
人
数
の
推
移
図
で
あ
る
。
同
図
に
示
さ
れ
た
各
数
値
は
、
宿
方
お
よ
び
在
（６）
方居住民の合算分であるが、指摘できる特徴的な占いは、文
政
か
ら
天
保
期
に
か
げ
て
き
わ
め
て
顕
著
な
戸
数
・
人
数
の
膨
張
が
みられたことであろう。特に文政三年（一八一一○）から同
八
年
（
一
八
二
五
）
頃
に
か
け
て
、
年
平
均
で
は
最
多
の
増
加
数
が
推
量
で
き
る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
こ
の
時
期
に
①
在
郷
農
商
人
の
六九
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〔注〕「人数｣欄カッコ内数値は、史料に記載がないため、筆者が前後期の人数を参
考に算出した試飲。
図２正徳４年から明治４年までにみる宿組９力村の戸数・人数推移
資産蓄積が進行、②農村社会において貨幣流通が一般化、
③
農
民
階
層
分
解
が
進
行
、
と
い
っ
た
諸
条
件
が
因
果
的
に
関
連
し、周辺地域の村民が宿内へ地借・店借として多量に吸収
さ
れ
て
い
っ
た
事
実
を
反
映
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
すなわち草加宿は、少なくとも化政・天保期において地
（７）
借・店借層を広範に取り込み、諸小商人・諸職人などの展
開を承、在郷町場としての形態と機能を整えていったと考
えられる。
次
の
表
１
は
、
幕
末
か
ら
明
治
初
年
に
か
げ
て
町
並
永
に
み
ら
れ
た
諸
商
人
な
ど
を
身
分
別
に
あ
ら
わ
し
た
戸
数
一
覧
で
あ
る
。
神
主
三
軒
を
除
外
し
て
扱
っ
た
同
表
に
お
い
て
ふ
ら
れ
る
生
業
数
は
、
不
明の一渡世を含めて多種多様の七六に、また一軒で二種以
上を兼業する四七軒（一一業種四○軒、三業種七軒）を個女
の営業で計上したうえでの総計戸数は三一五軒にもおよん
で
い
る
。
前
者
生
業
数
七
六
の
う
ち
で
と
り
わ
け
注
目
す
べ
き
生
業
および営業戸数は、宿内外の貧民層に簡便な金融機関とし
て利用される質屋の一五軒、あるいは買食い層にとって日
常的に必要とされる穀物屋の一二軒などである。また、後
者
に
ふ
る
総
計
戸
数
三
一
五
軒
の
身
分
別
内
訳
で
は
、
全
体
の
六
割
方相当の一八○軒が地借身分での生業であることが確かめ
ら
れ
る
ほ
か
、
特
に
比
較
的
巨
額
な
資
本
投
下
を
必
要
と
す
る
酒
七○
（西暦
戸数 軒 500５５０６００６５０７００７５０ＤＯＩＵＵロ
人数人 １ 50020000２０５００３，０００３，５００４，０００ロ０0
正徳４年(1714）
文政３年(1820)頃
文政８年(1825)頃
文政１３年(1830）
天保11年(1840)頃
天保１４年(1843）
明始４年(1871）
5281
￣￣￣~－－￣筬雨、
ニニニーヱー了祠
＝－－T可
＝ニーーニニニエ祠
￣二一扇亭
〒55~’
￣￣3,6191
二二二一二二一二＝謡
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懸
宿
内
（
｜
～
６
町
目
）
に
お
け
る
身
分
別
諸
商
三重一二１
人
戸
数
一
覧
(単位：軒）
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写」（高梨家文書）により作表。
櫟俣震旦鵯±仰艦艇蝋ｅ繍但PU鶴田J無煙（田任）
AJI
i'[面Tr-匙＃
本百姓
地
借
店
借
合
計
JiITIP-量分
本百姓
地
借
店
借
合
計
本百姓
地
借
店
借
合
計
１
茶
屋
３
０
０
３
2７
蒟
蒻
０
１
０
１
5３
船
乗
０
０
１
１
２
■
￣
=
茶
０
２
０
２
2８
芋
０
１
０
１
5４
手
遊
人
形
０
０
１
１
３
酒
造
２
０
０
２
2９
砂
糖
１
１
0
２
5５
小
道
具
０
１
０
１
４
居
酒
３
３
１
【Ｉ
3０
醤
油
１
２
０
３
5６
古
鉄
買
１
１
０
２
５
升
酒
５
０
０
戸０
3１
煮
売
２
７
０
９
5７
鉄
物
１
０
０
１
６
質
屋
９
６
０
1５
3２
魚
商
０
１
１
２
5８
銅
物
１
２
０
３
７
損
料
屋
１
０
０
１
3３
Ｉｌｌ魚
０
１
０
１
5９
材
木
１
０
０
１
８
両
替
０
１
０
１
3４
鮨
０
２
０
２
6０
仕
立
職
１
０
０
１
９
髪
結
０
５
３
８
3５
旅
篭
屋
2０
3１
０
5１
6１
形
付
職
０
１
０
１
1０
呉
服
２
０
０
２
3６
商
人
宿
０
３
０
３
6２
指
物
師
１
０
１
２
1１
小
間
物
２
７
０
９
3７
木
賃
宿
１
１
０
２
6３
彫
物
師
０
１
０
１
1２
足
袋
２
２
１
ＦＤ
3８
湯
屋
１
２
０
３
6４
桶
職
０
２
２
４
1３
下
駄
１
３
０
４
3９
水
油
２
２
０
４
6５
鍛
冶
職
１
３
１
５
1４
古
着
２
２
０
４
4０
蝋
燭
１
１
０
２
6６
提
灯
張
０
１
０
１
1５
荒
物
８
1１
０
1９
4１
紙
墨
１
０
０
１
6７
糸
綿
職
０
１
０
１
1６
瀬
戸
物
２
０
０
２
4２
煙
草
１
１
０
２
6８
棒
屋
０
３
１
４
1７
青
物
１
７
０
８
4３
医
師
２
１
１
４
6９
植
木
職
０
１
０
１
1８
塩
物
０
３
１
４
4４
薬
種
２
０
０
２
7０
仁『
工
０
１
０
１
1９
乾
物
１
１
０
２
4５
農
業
９
｛０
１
1５
7１
大
工
０
３
０
３
2０
丘．
腐
０
６
０
６
4６
穀
物
９
３
０
1２
7２
左
官
０
２
０
２
2１
蕎
麦
１
３
０
４
4７
春
米
３
１
０
４
7３
鳶
職
０
１
１
２
2２
水
菓
子
２
1４
０
1６
4８
雑
穀
０
３
０
３
7４
建
具
職
０
０
１
１
2３
餅
菓
子
１
１
０
２
4９
春
穀
０
１
０
１
7５
畳
職
０
２
１
３
2４
菓
子
０
１
０
１
5０
糠
買
０
１
０
１
7６
不
明
１
０
１
２
2６
塩
煎
餅
餅
００
１２
００
１２
5１5２
〆
粕筋
３０
０１
００
３１
合
計
115
180
2０
315
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周
辺
諸
村
の
需
要
も
一
手
に
賄
え
る
ほ
ど
雑
多
な
生
業
が
幕
末
期
に
展
開
す
る
草
加
宿
で
は
、
商
品
流
通
の
進
展
を
背
景
に
有
力
富
商
農
が
拾
頭
し
て
い
た
が
、
な
か
で
も
嘉
永
期
以
降
に
お
い
て
「
伝
馬
（８）
宿継町政上其他万般を処理」する豪商農〃一六人衆〃の存
在
が
浮
上
し
て
く
る
。
こ
れ
ら
一
六
人
衆
は
、
伝
馬
宿
屋
敷
の
割
当
てをもつ宿組八力村内の「重立百姓」であり、その存在が
確認される上限は、いまのところ天保三年（一八一一三）に
（９）
お
け
る
宿
入
用
賄
金
の
預
り
人
で
あ
る
「
宿
方
身
元
慥
成
者
共
」
と
し
て
で
あ
る
。
そ
の
成
員
は
、
若
干
の
異
同
が
み
ら
れ
る
も
の
の
お
おむね幕末期に活動する一六人衆に合致している。
造・呉服・穀物・〆粕（肥料）商といった生業がほぼ本百
姓
層
に
、
さ
ら
に
髪
結
・
水
菓
子
・
煮
売
り
な
ど
と
い
っ
た
職
人
や
小
商
い
が
お
お
む
ね
地
借
・
店
借
層
に
偏
在
し
て
い
る
傾
向
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
時
期
す
で
に
宿
内
に
は
、
断
片
的
史
料
に
よ
る
と
表
１
に
は
あ
ら
わ
れ
て
い
な
い
諸
雑
業
従
事
老
杢
畏
店
借
と
し
て
広
範
に
展
開
し
、
宿
内
販
売
商
品
の
購
買
者
と
し
て
、
あ
る
い
は
富
商
農
な
ど
へ
の
労
働
力
販
売
提
供
者
と
し
て
宿
駅
総
体
の
活
況
維
持
に
大
き
く
か
か
わ
っ
て
個
々
の
営
承
を
ま
た
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
二
豪
商
農
一
六
人
衆
の
生
成
と
幕
末
期
の
出
金
事
例
法
政
史
学
第
四
十
五
号
ところで一六人の豪商農が天保期において浮上してきた
背
景
に
は
、
問
屋
を
中
心
と
す
る
伝
馬
関
連
業
務
の
運
営
上
に
み
ら
れ
た
慢
性
的
な
困
窮
情
況
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
天
保十一年（一八四○）一一一月二十九日夜半に北草加村の百姓
且右衛門は、女一房ほか伜および伜夫婦、孫二人をひきつれ
宿
内
か
ら
欠
落
し
て
い
る
。
当
時
且
右
衛
門
は
、
原
島
村
の
名
主
役
と宿方問屋役を兼帯する責任ある位置にあったが、年々の
困
窮
に
よ
り
嵩
む
借
金
返
済
方
に
差
し
詰
っ
て
の
夜
逃
げ
行
為
で
あ
った。問屋勤役中における宿入用金の使い込みや諸帳簿類
の
紛
失
は
い
っ
さ
い
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
宿
内
有
力
者
の
欠
落
と
い
う
事
実
は
深
刻
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
こ
う
し
た
事
件
に
象
徴
さ
れる情況下において、伝馬業務にかかわる。〈トロン的存在
と
し
て
一
六
人
衆
は
大
き
く
浮
上
し
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
て
表
２
は
、
そ
の
一
六
人
衆
と
呼
称
さ
れ
る
宿
内
豪
商
農
名
と
、
か
れ
ら
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
幕
末
期
の
人
馬
手
当
て
・
上
納
金
納
入
例
を
抜
す
い
し
て
ま
と
め
た
年
次
別
の
出
金
一
覧
で
あ
る
。
まず嘉永三年（一八五○）八月には、「当戌年米穀高直
一一付、宿人馬手当」てとして「重立候百姓共」より総額一
（、）
五
両
二
朱
の
出
金
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
手
当
金
の
う
ち
一
五
両
は
、
人
足
五
○
人
に
対
し
各
金
二
朱
、
馬
三
五
疋
に
対
し
各
金
一
分
ず
つ
の
手
当
て
見
当
で
、
六
カ
町
内
へ
各
二
両
二
分
ず
つ
均
等
に
割
七
一
一
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当てられている。たとえば四町目では亀甲屋幸助へ二分、
打
出
大
川
と
中
大
川
へ
各
一
両
ず
つ
が
配
分
さ
れ
、
同
合
せ
額
を
も
っ
て
町
内
人
足
な
ど
へ
の
救
済
手
当
て
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
な
お
手当出金の残余分である金二朱は、「重立候百姓共」の「参
会
入
用
」
に
充
当
せ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
同六年（一八五三）十一一月においては、「西御丸御類焼
（前年五月二十一一日）、異国舟渡来二付、品川沖江御台場
御築立」（カッコ内筆者）てにともなう普請充当金として
（、）
金
一
○
○
両
が
上
納
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
折
は
一
町
目
橋
ぎ
わ
大
和
屋
浅
古
半
兵
衛
を
二
五
両
の
最
高
額
出
金
者
と
し
て
一
六
人
衆
で
計
九
六
両
を
、
残
り
四
両
を
南
草
加
村
の
情
四
郎
一
両
、
立
野
村
の
甚
左衛門一両、北草加村の孫蔵二両の出金で充足納入してい
る。ち
な
み
に
い
え
ば
、
こ
の
上
納
金
一
○
○
両
は
、
翌
安
政
元
年
（一八五四）に幕府へ納入されたようで、翌二年（一八五五）
五月には、「去寅年上納金致候者共江御褒美として白銀」
（皿）
の
下
げ
渡
し
が
あ
っ
た
。
上
納
金
は
足
立
一
郡
で
五
三
○
両
、
そ
れ
に対する下げ渡しの白銀は三七枚であった。この下賜銀は
郡
内
に
お
け
る
出
金
者
一
五
一
人
に
対
し
て
配
分
さ
れ
た
が
、
草
加
宿
で
は
同
月
十
四
日
に
七
力
村
一
九
人
の
出
金
者
に
対
す
る
永
四
貢
四
○
七
文
八
分
七
厘
の
受
取
り
を
終
え
て
い
る
。
幕末期における豪商農の動向と窮民救済（田中）
さらに安政三年（一八五六）九月には、前月「八月廿五
日夜稀成大風一一付、宿人馬共潰家有之候付右手当」てとし
（田）
て
一
六
人
衆
よ
り
銀
六
○
○
匁
の
出
金
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
際
には別に百姓表株一○二・五軒からも、一軒前銀六匁の割
当
て
で
計
六
一
五
匁
の
出
金
が
承
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
集
め
ら
れ
た
合計銀一貫二一五匁は、一疋見当一五匁で馬一一一八疋に五七
○匁、一人見当三・七五匁で人足四四人に一六五匁、一軒
見当四一一・八五匁で馬潰家七軒に三○○匁、同じく一軒見
当二五・七匁で馬半漬および人足皆潰家七軒に一八○匁と
振り分けられ、それぞれへの手当てが実施された。
翌々安政五年（一八五八）七月には、米穀高値にともな
う宿人馬手当てとして人足四○人に対し各金二朱、馬四○
（ｕ）
疋に対し各金一分ずつの見当で計一五両の出金が行われ、
さらに翌々万廷元年（’八六○）七月には、前年安政六年
二八五九）十月十七日の江戸城本丸大火にともなう再建
（応）
「御用途之内」として国恩宜〈加金の上納が行われている。
この折の上納金額については、七月一一十八・二十九両日に
わ
た
る
清
水
市
之
助
本
陣
へ
の
宿
泊
で
、
代
官
小
林
藤
之
助
の
手
付
秋山太郎右衛門の川張があり、召集された宿組村への問い
質
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。
額
は
結
局
一
六
人
衆
よ
り
の
一
五
七
両
に
、
元
村
を
吉
笹
原
村
と
す
る
小
鮒
屋
五
郎
兵
衛
ほ
か
二
人
か
ら
の
七
Hosei University RepositoryUniversity Repository
瀕愚田朴髄日十ＩＦＩｄＤ
平日
表
２
草
加
宿
1
6
人
衆
と
幕
末
期
に
お
け
る
手
当
出
金
・
国
恩
金
上
納
例
甚
左
衛
門
伊勢屋(札場）
弥
惣
右
衛
門
〈中〉
五
郎
右
衛
門
大和屋(紺屋店
源
右
衛
門
'６町目｜
扉Ｉ
升酒･醤油･水油
仁
右
衛
門
庄
右
衛
門
〈
局
橋
〉
名
前
姓
町
目
持
高
屋
号
ﾌ巳
村
渡
世
米
穀
高
値
の
た
め
宿
人
馬
手
当
出
金(嘉永3年
<1850〉８
月）
江
戸
城
西
丸
類
焼
、
品)11沖台
場
築
立
に
伴
う
上
納
金(
嘉
永
６
年<1853＞
１２月）
稀
成
大
風
の
た
め
宿
人
馬
手
当
出
金(安政３
年〈1856＞
９月）
米
穀
高
値
の
た
め
宿
人
馬
手
当
出
金(安政５
年〈1858〉
７月）
江
戸
城
本
丸
普
請
の
た
め
の
上
納
金(万
延
元
年〈1860〉
７月）
１
甚
左
衛
門
野
口
6町目
5９
石
伊勢屋(札場）
谷
古
宇
村
穀
物
・
肥
料
両
分
朱
1．１．０．
1０
両
銀5０
匁
両
分
朱
1．１．０
●
1６
両
２
清
助
浅
見
5町目
4０
万
屋
〃
肥
料
・
質
屋
1．０．２．
７
4０
1.0.0
●
1４
３
弥
惣
右
衛
門
大
川
4町目
2０
<中〉
〃
農
業
・
質
屋
1．０．０．
４
鞭３
4０
1．０．０．
６
４
半
兵
衛
浅
古
1町目
130
大
和
屋
南
草
加
村
割賦物･酒造･質屋
2．０．０．
2５
8０
2.0.0
●
3４
５
五
郎
右
衛
門
高山
1町目
２
大和屋(紺屋店）
〃
呉
服
1．０．０．
７
4０
1.0.0
●
1０
６
仁
兵
衛
山
川
5町目
1８
味
噌
屋
〃
農
業
1.0.0.
７
4０
1.0.0
●
1４
７
源
右
衛
門
島
崎
6町目
９
大
田
屋
〃
農
業
・
呉
服
1.0.0F】
２
3０
０．３．０
●
４
８
半
七
浅
古
1町目
５
大
和
屋
〃
升酒･醤油･水油
０
腹２
２
1５
0．１．２．
５
９
弥
吉
戸
塚
3町目
3４
花
又
屋
立
野
村
升
酒
・
質
屋
1.2.0
●
1７
6０
1．２．０．
2５
1０
仁
右
衛
門
岡
野
2町目
柏
屋
原
島
村
穀
物
0．３．０．
２
3０
0.3.0
●
７
1１
庄
右
衛
門
高
橋
1町目
5３
<
高
橋
〉
〃
農業
0．３．０．
３
3０
0.3.0
●
４
※７
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〈
打
出
〉
八
郎
右
衛
門
丘
衛
，HiiO
■
■
＝
※
１
印
の
出
金
分
に
は
「
内
壱
分
不
足
」
を
含
ん
で
い
る
。
し
た
が
っ
て
合
計
欄
で
１
分
を
差
し
引
い
た
。
※２印の出金予定者は金３分の万屋三五郎である。実際は「出金無之」とあり、こののち万屋に替わり大和屋半七が加わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
※３印の弥惣右衛門は４両出金のところ３両２分出し、不足分の２分を「たつ」（打出大川11代目吉英の未亡人)の２両２
分出金で帳尻を合わせている。また打出は安政３年９月、万廷元年７月時の40匁、４両の出金者を「たつ」名義で記載。
※４印の彦右衛門は２両出金のところ１両２分出し、庄蔵も同じく２両出金のところ１両２分出し、合わせて１両不足分
を小鮒屋野島五郎兵衛(元村は吉笹原村)の出金で帳尻を合わせている。
※５印の96両出金の他、南草加村漬四郎１両、立野村戸塚甚左衛門１両、北草加村宇田川孫蔵２両の出金、合わせて４両
を加えた100両を上納。
※
６
印
の
幸
助
出
金
額
１
分
２
朱
の
内
訳
は
、
情
次
郎
１
分
、
幸
助
２
朱
の
出
金
。
※
７
印
の
４
両
出
金
者
は
、
圧
兵
衛
の
名
義
で
記
載
。
※８印の157両に小鮒屋野島五郎兵衛の出金３両等を加え、総額170両を分納。
｢万手扣」（大川家文書)を基本、『埼玉県営業便覧』（明治35年)、斉藤博『質屋史の研究』（平成元年)を参考に作表。
２３４、６７８９ｍ
鱗偶悪旦鳰bohlM腫蝋０編巨信U鴎ﾛBr黛迩（田任）
￥HEI
内
は
通
祢
を
か
く
す
。
1２
八
郎
右
衛
門
(
図
書
）
大
川
4町目
5３
<
打
出
＞
宿
篠
葉
村
農
業
1.0.0
●
２
壷３
4０
1．０．０．
４
1３
七
兵
衛
石)'１
6町目
1３
亀
屋
〃
米穀･質屋･茶屋
0．３．０．
２
3０
0．３．０．
４
1４
幸
助
伊
藤
4町目
亀
甲
屋
〃
升
酒
・
紙
墨
0．３．０．
２
１５
0.1.2F６
２
1５
彦
右
衛
門
野
島
2町目
１
野
島
屋
吉
笹
原
村
穀
物
・
肥
料
0．３．０．
２
宗４
3０
0．３．０．
４
1６
庄
蔵
武内
2町目
大
坂
屋
〃
薬
種
0．３．０．
２豪４
3０
0．３．０．
４
合
計
､０．２．
9６
宗５
600
15.0.0.
157
※８
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出金二一両を加えた総額一七○両となり、同額は同年十一一
月中旬に八五両、翌文久一兀年（一八六一）十二月中旬に残
金
八
五
両
の
賦
払
い
で
幕
府
へ
納
入
さ
れ
た
。
こ
の
上
納
金
に
際
し
て
も
大
和
屋
半
兵
衛
か
ら
は
、
宿
内
最
高
額
の
三
四
両
の
出
金
が
行
わ
れ
て
い
る
。
累
次
に
わ
た
る
こ
う
し
た
上
納
金
負
担
と
、
慶
応
元
年（’八六五）五月の第二次長州征討にともなう進発用途
金として宗家（上納額三○○両）・江戸麹町店（同一一一○○
両
）
・
浅
草
三
軒
町
店
（
同
二
○
○
両
）
か
ら
上
納
さ
れ
た
総
額
八
○
○
両
の
出
金
功
労
な
ど
に
よ
り
半
兵
衛
は
、
同
年
十
二
月
二
十
五
日に老中水野和泉守忠精から「忰代迄名字御免」を仰せ付
（胆）
け
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
文
政
期
す
で
に
昔
年
の
富
力
精
彩
を
欠
い
て
い
た
と
は
い
え
、
開
宿
功
労
者
大
川
図
書
の
血
脈
を
受
け
継
ぐ
宿
内
有
数
の
旧
家
と
し
て
四
町
目
に
広
壮
な
屋
敷
を
構
え
る
打
出
大
川
八
郎
右
衛
門
家
、
天
明
八
年
二
七
八
八
）
に
大
和
屋
宗
家
の
第
一
分
家
と
し
て
創
業
の
浅
古
半
七
家
、
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
荒
物
商
と
し
て
初
期
商
人
活
動
を
開
始
し
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
か
ら
〆
粕
・
干鰯商い（商品仕入れは深川富久町の湯浅屋与右衛門家）
を
開
業
の
伊
勢
屋
甚
左
衛
門
家
な
ど
、
東
武
農
村
地
域
Ⅱ
江
戸
後
背
地
に
生
成
さ
れ
た
一
六
人
衆
の
な
か
で
も
富
力
形
成
に
お
い
て
筆
頭
格
と
目
さ
れ
る
こ
の
大
和
屋
浅
古
半
兵
衛
家
は
、
近
世
初
期
に
大
和
法
政
史
学
第
四
十
五
号
国桜井地方から街道南筋に位置する瀬崎村界隈に移住のの
ち
、
寛
文
期
頃
に
宿
内
へ
定
着
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
新
興
の
蓄
財
家
で
、
文
政
期
に
は
往
来
の
旅
客
に
瞠
目
さ
れ
る
ほ
ど
の
屋
宇
を
宿
端
に
構
え
る
。
歴
代
大
和
屋
半
兵
衛
の
な
か
で
も
特
に
商
法
に
機
敏
な
五代目半兵衛は、「余〈民間ニ在テ、家祖ノ業ヲ紹キ（文政
（Ⅳ）
六年）数年ニシテ累代未曽有ノ幸福ヲ得タリ」（カッコ内
筆者）とする大和屋中興の偉業完成者で、弘化三年二八
四六）四月に初めて江戸麹町八町目に質屋支店を開業し、
江戸進出の足掛りとしている。その後嘉永六年（一八五
三）八月には、浅草三軒町へ第二支店の開業を実現し、全
国屈指の質商へのしあがっていく基礎を築いている。
江戸への商品輸送を目的に綾瀬川沿いに私的河岸（図１
（旧）
Ｍ６参照）をも開設し、獲得資産の再運用により、さらに
蓄積される宗家大和屋の富力形成過程は、一面宿内一町目
を中心とする地借・店借層の抱え込永過程であったともい
え
よ
う
。
そ
れ
だ
け
に
と
り
わ
け
大
和
屋
に
と
っ
て
、
宿
内
下
層
民
の挙措がおよぼす影響は大きく、殊に幕末の米価高騰期に
おける浅古家は、町政そのほか万般の円滑処理、さらには
蓄積自家財産の保全面のうえから、滞留する困窮民の処遇
に
は
極
め
て
苦
慮
す
る
立
場
に
た
た
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る。
七
六
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江
戸
幕
府
の
政
治
的
崩
壊
の
契
機
と
な
っ
た
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三）六月のペリー来航以降における幕末の諸物価高騰は、
江
戸
お
よ
び
草
加
宿
を
含
め
た
後
背
地
宿
町
村
を
巻
き
込
糸
進
行
し
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
六
月
二
日
の
横
浜
開
港
を
契
機
と
し
て、一段と深刻さを増していった。
表３は、諸物価のなかでもとりわけ窮民騒動の誘因とな
る
米
価
高
騰
の
軌
跡
を
、
宿
の
東
北
筋
に
位
置
す
る
篠
葉
村
の
富
農
関
根
伝
左
衛
門
家
が
幕
末
の
八
カ
年
に
お
い
て
宿
内
穀
物
屋
な
ど
へ
販
売
し
た
際
の
米
穀
替
値
と
、
五
・
一
○
の
六
斎
市
で
販
売
さ
れ
る
等級別の米穀相場にみた一両当りの価格変遷表である。宿
内では幕末期、一町目と六町目を中心にして点在する一三
（⑱）
軒の穀物屋によって仲間が結成されていたが、ほぼ固定化
さ
れ
た
穀
物
屋
へ
の
関
根
家
か
ら
の
販
売
替
値
は
、
慶
応
期
に
入（卯）
り、より深刻化する口叩薄の傾向が勘案ざれ吉川騰していった
（同表③参照）。宿内での米価は、「春弐斗前後、夏壱斗五
升、其後追々騰貴シテ逐一一壱斗乃至八升五合、新（米）壱斗
弐升位」（カッコ内筆者補筆）の慶応二年（一八六六）に
続
き
、
翌
三
年
（
一
八
六
七
）
に
は
、
「
当
夘
年
〈
此
辺
稀
ナ
ル
大
凶
作
、
平
均
半
毛
ニ
ニ
ハ
ッ
ヶ
敷
違
作
」
を
経
験
し
、
「
壱
斗
壱
升
三
米
価
高
騰
と
下
層
居
宿
民
の
窮
迫
幕末期における豪商農の動向と窮民救済（田中）
（Ⅲ）
ヨリ九升四、五〈口迄」の騰里貝的な傾向で推移していた。
穀物屋の販売（小売）米価は、基本的に仕入値に運賃や
利
潤
な
ど
を
上
乗
せ
し
て
決
定
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
た
と
え
ば慶応二年（一八六六）末の玄米販売値を一両当り一斗、
銭相場を一両Ⅱ七貫一一○○文として、一○○文当りの白米
小
売
値
（
百
相
場
）
を
ふ
る
と
、
お
お
む
ね
一
合
三
勺
程
度
と
な
る。江戸市中ではこの年の五、六月に続き、九月十一一一日夜
に困窮民が「目印幟ヲ立、車ヲ引、町家へ押歩行」く騒動
が発生している。この窮民群集は、同月二十日夕刻の北町
奉
行
井
上
信
濃
守
清
直
ら
の
出
張
で
鎮
静
し
、
御
救
い
小
屋
の
設
置
が
み
ら
れ
た
が
、
当
時
の
市
中
小
売
米
価
が
一
○
○
文
当
り
白
米
（皿）
一合三、四勺であったという。
また同年六月十三日から十九日までの七日間、武州・上
州の山村・畑作地帯において展開された、いわゆる武州世
直しの一撲勢は、当時の白米売値に対して、ほぼ三倍に当
る
一
○
○
文
当
た
り
四
、
五
合
の
安
売
り
要
求
を
し
て
い
る
の
で
あ
（躯）
ろ。一摸が席捲した上武一七郡と草加宿が位置する平地上
の主穀地帯とでは、生産条件などに根本的な相違がふられ
る
が
、
こ
と
米
価
に
閃
す
る
か
ぎ
り
草
加
宿
に
お
い
て
も
窮
民
騒
動
の発生する危険性は、当時すでに内包されていたと考えら
れる。
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お
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米
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相
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事
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区
分
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月
９
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大
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文
久
２
年
(１８６２）
米
量
売
先
４
．
８
．
０
●
万
屋
汽
左
衛
門
４
．
８
．
０
．
柏
屋
仁
右
衛
門
４
．
８
．
０
．
万屋五.序衛門
５
．
３
．
０
万屋]､午衛門
６
．
５
．
０
●
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４
．
９
．
０
．
大
和
屋
利
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４
．
７
．
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大
和
屋
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．
７
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大
和
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八
文
久
３
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米
量
売
先
４
．
７
．
５
．
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．
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和
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．
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．
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３
．
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．
大
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．
７
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衛
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大
和
屋
利
八
２
．
０
．
０
．
大
和
屋
利
八
２
．
２
．
０
．
大
和
屋
利
八
慶
応
２
年
(１８６６）
米
量
売
先
２
．
０
．
０
大
和
屋
利
八
１
．
８
．
５
大
和
屋
利
八
１
．
５
．
１
大
和
屋
利
八
１
４
．
８
．
大
和
屋
利
八
１．４．０．
大
和
屋
利
八
１．２．０．
千住･高木屋
１
．
１
．
７
．
大
和
屋
利
八
１
．
２
．
０
．
大
和
屋
利
八
慶
応
３
年
(１８６７）
米
量
売
先
９
．
６
大
和
屋
利
八
９
．
４
大
和
屋
利
八
９
．
４
万屋五コメ宅衛門
１
１
．
４
大
和
屋
利
八
１
．
６
．
０
．
大
和
屋
利
八
１
．
８
．
０
．
万
屋
五
左
衛
門
明
治
元
年
（１８６８）
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級
年
次
(
西
暦
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６月２９日
７
月５日
７月１０日
７月１５日
７月２０日
７月２５日
７月３０日
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８月１０日
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．
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田方植付け時よりの霧雨と暑中時分の冷気により、「田畑
（型）
両損稀成損毛」の凶作を経験した天保七年（一八一一ニハ）の
六
斎
市
に
お
け
る
米
穀
相
場
よ
り
幾
分
下
落
下
に
あ
る
安
政
六
年
（一八五九）に（表３⑥参照）草加宿は、関東地方をお
そ
っ
た
七
月
二
十
四
・
二
十
五
両
日
の
大
雨
と
、
激
し
い
東
南
風
に
よ
る
俄
か
洪
水
に
よ
り
発
生
し
た
翌
二
十
六
日
夜
の
熊
谷
堤
の
決
潰
（妬）
のため「非常水奎ロヲ蒙」っている。七月五日の日切市で一
○○文当り六合七、八勺であった白米小売値は、同水害を
境として、八月一一十五日市に六合一一、一一一勺、九月二十五日
市
に
六
合
程
度
と
漸
次
高
騰
し
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
実
は
こ
の
（妬）
年
、
宿
内
貧
民
が
「
南
草
加
村
東
福
寺
持
」
ち
と
さ
れ
る
伝
右
衛
門
川
縁
り
の
谷
古
宇
村
稲
荷
へ
集
合
す
る
と
い
う
事
件
が
起
き
て
い
る
。
同
集
合
は
、
急
を
聞
き
つ
け
た
東
福
寺
住
持
二
四
世
の
法
印
尊
宜
）
の
骨
折
り
に
よ
り
程
な
く
解
散
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
同
年
九
月
と
十
一
月
に
中
大
川
弥
惣
右
衛
門
家
で
は
、
同
家
所
有
の
裏
長屋へ居住する店子などに対し、一軒当り一貫文の手当銭
を
施
与
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
関
東
洪
水
を
契
機
に
浮
上
し
た
裏
店
借
の
貧
民
が
、
米
価
高
騰
な
ど
を
理
由
に
重
立
ち
居
（
Ⅱ
店
持
ち
層
）
に
対
し
て
迅
速
妥
当
な
施
行
を
要
求
す
る
寄
合
い
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
自
然
災
害
を
背
景
に
し
て
い
る
と
は
い
え
、
一
○
○
文
当
り
六
合
前
後
の
こ
の
時
期
に
貧
民
集
合
が
承
ら
れ
た
と
い
う
こ
幕末期における豪商農の動向と窮民救済（田中）
（〃）
とからＪもすでに宿内は、繰り込まれた江一Ｐ地回り経済圏の
なかで深刻化する階層対立を背景に騒動や打ちこわしが惹
（配）
起され得る情況下にあったことが指摘されるのである。
その草加宿では、安政二年（一八五五）十月の地震、続
く翌一一一年（’八五六）八月の風災にともなう諸職人など
の手間代高騰を抑制するために、その筋から厳重に仰せ付
けられた上限手間代と、同六年（一八五九）二月に関東取
締出役へ差し出された請書にふる公定手間代を示した二史
（羽）
料が確認されている。同史料によると比較的一局額の手間代
取得が可能な生業は、瓦葺き・石工・左官・大工などの職
人層で、その額はおおむね鳶人足（安政六年で一日当り二
一一四文）・旦雇（同年で一日当り一四八文）手間代の二～
三倍程度に当っていたことが窺われる。宿内居住の諸職人
などは、こうした手間代をもとに日々の労働で得られる所
得を主体に、主食・副食物の購入や店賃などを支払い、個
々の暮らしを賄っていたと考えられる。
ところで江戸における数値であるが、万廷元年（一八六
○）八月、北町奉行石谷因幡守穆済と南町奉行池田播磨守
頼方は、連名で「近来諸色直段追々引上り、諸人難儀いた
し候（中略）裏借家一一住居候棒手商人之類是迄一旦一一百文
位二而暮し居候ものｊも、当時者一日二五百文位ｊも相稼不申
七九
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法
政
史
学
第
四
十
五
号（弧）
候而者其日を送り兼候（以下略）」とする聿昌付けを老中久
世
大
和
守
広
周
へ
提
出
し
て
い
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
た
五
○
○
文
で
の暮し方は、「裏借家一一住居、妻井子供壱両人有之、都合
家
内
三
、
四
人
」
を
例
と
し
て
、
百
相
場
五
合
の
積
り
で
一
日
必
要
米購入銭三○○文（｜升五合分）、店賃五○文、諸雑費一
五○文として見積ったもので、その内分比は六対一対一一一を
示している。
こ
こ
で
同
比
と
家
族
三
、
四
人
の
一
日
必
要
白
米
一
升
五
合
を
参
考にして草加宿内での暮し様を推考すると、安政六年（一
八
五
九
）
の
平
均
百
相
場
を
七
合
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
の
そ
れ
を
一
合
五
勺
と
す
れ
ば
、
前
者
で
の
一
日
当
り
の
必
要
稼
ぎ
銭
は
三
五
七
文
、
後
者
で
の
そ
れ
は
一
貫
六
六
七
文
と
な
る
。
た
と
え
ば
宿
●
内
に
お
け
る
鳶
人
足
や
旦
腱
な
ど
の
手
間
代
に
お
い
ては、文久元年（一八六一）に前者一一五○文、同一一一年（一
八六一一一）に後者二○○文というように漸次高騰していく軌
跡
は
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
必
要
稼
ぎ
銭
に
は
遠
く
お
よ
ば
な
かったであろう両者をはじめとする手間代（所得）低額層
に
と
っ
て
の
困
窮
度
は
、
米
価
高
騰
を
示
す
幕
末
期
に
お
い
て
時
代
は
下
る
ほ
ど
一
層
加
速
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
米
価
高
騰
は
、
幕
末
期
の
宿
内
下
層
民
を
困
窮
化
へ
導
い
て
い
っ
た
が
、
そ
れ
に
劣
ら
ず
下
層
民
の
生
活
を
困
窮
化
せ
し
め
た
も
の
は、衣食と相違して自己の出費の調節が困難な借屋居住者
（、）
の店賃支払いであったと考蜑えられる。このことは反面、家
持ち・店持ちの重立ち層から承れば、店貸しこそは定期定
額
収
入
が
約
束
さ
れ
る
主
力
財
源
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
財源維持、換一一一一口すれば店子確保のうえからも滞留した困窮
民
へ
の
救
済
手
当
て
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
為通ル張札仕候、当春一一及、米・諸色別而上直一一付、
且又家業ことノーく障一一而甚難渋一一及、店借之者共一
同一一而六町内大家様江此段申立、何卒当七月迄之間、
御手当相願度候二付、相談有之候間、両一一一日之内一一東
福寺様之鐘を相づ一一致し、右東福寺様へ出向被成候様
承
知
為
致
侯
事
（犯）
付
、
米
上
直
之
義
茂
米
屋
方
へ
申
込
、
下
直
二
為
致
候
事
文久元年（’八六一）正月二十七日に六町目内において
ふられたこの張札は、「申合の者八人」（町内店借八人と考
え
ら
れ
る
が
実
体
は
不
明
）
か
ら
「
六
町
内
店
借
」
へ
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
、
米
穀
・
諸
色
の
高
値
に
と
も
な
う
貧
窮
を
理
由
に
、
町
内
四
豪
商
農
に
よ
る
窮
民
救
済
八○
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店主へ施行を要求する東福寺での集会へ参集を求める内容
と
な
っ
て
い
る
。
六
町
目
で
は
、
こ
の
折
の
集
会
と
救
済
願
い
を
承
げてか翌月の二月二日夜、友五郎店子八軒、甚左衛門店子
二○軒、孫右衛門店子二軒を含めた貧戸七四軒分に対し、
一軒当り銭一貫文見当で合計七一一貫文（内四軒分は半割）
の手当銭が施与されている。同施銭は〃一六人衆〃の成員
で、かつ二○軒分の店主でもある伊勢屋甚左衛門からの四
六賃二○○文に、同じく成員の太田屋源右衛門・亀屋七兵
衛からの各同額一三貧二○○文を加えた総額七一一貫六○○
（羽）
文の立替え出銭で賄われたようである。このように町内を
一単位とし、店主でもある重立ち屑が成員の宿内豪商農に
よる借家窮民層などへの施行回数は、慶応期に入ると諸物
価高騰を背景に急激に増加していくのである。
次の表４は、四町目において実施された慶応二年二八
六六）六月から九月にかけての窮民救済手当米の施行一覧
である。同年における米穀値段は、五、六月からとりわけ
異常な高騰を示し、困窮民を数多発生させていた。江戸で
はすでに同年五月一一十八日から翌々日の六月一日にかけて
品川宿、あるいは芝田町・同浜松町辺一帯で窮民打ちこわ
しが》惹起され、不穏な波動を四周へおよぼしていたが、草
加宿では同月四日、まず七○軒・一三七人（他に宿抱人足
幕末期における豪商農の動向と窮民救済（田中）
一三人）の窮民に対し、男一日五合、女同四合、一一一～一四
歳
児
同
三
合
（
以
下
、
各
施
行
日
と
も
－
Ｒ
当
り
の
手
当
て
見
当
は
これに同じ）の手当て見当で、五日分に相当する白米五石
余
の
施
与
が
、
大
和
屋
半
兵
衛
を
は
じ
め
と
す
る
豪
商
農
や
穀
物
屋
か
ら
の
施
米
一
六
俵
（
｜
俵
Ⅱ
三
斗
六
升
入
り
）
を
も
っ
て
実
施
さ
れている。
また武州世直し一摸の蜂起日である六月十三日の一一日前
に当る同月十一日には、同じく窮民七三軒・一一六○人（宿
抱
人
足
一
三
人
を
含
む
）
に
対
し
、
七
日
分
・
七
石
六
斗
余
の
手
当
米
施
与
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
同
施
米
は
大
和
屋
半
兵
衛
一
人
持
ち
の
二
一
俵
余
で
す
べ
て
賄
わ
れ
た
が
、
こ
う
し
た
大
和
屋
浅
古
家
に
よる個人施行は、表５に承るように五町目窮民に対しても
同
日
に
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
同町内における救済手当ては、七四軒・二一一一一一人の窮民
に、肌別の豊蔵とＭ〃の要蔵抱馬士各二人を加えた総口数
一三七人に対する七日分・六石五斗一一一合の施米であった
が
、
大
和
屋
か
ら
は
必
要
と
す
る
一
八
俵
と
一
斗
一
升
す
べ
て
が
提
供されている。なおこの手当米受給戸数七四軒（不明一軒
を
除
く
平
均
戸
主
年
齢
は
四
六
・
二
歳
）
に
ふ
る
受
給
専
有
の
階
層
および世帯類型は、九三。〈－セントを占める六九軒の店借
であり、七八．ハーセントを占める五八軒の有配偶者世帯で
八
一
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潤国思朴髄日十ＩＦＩｐ１Ｄ
表４慶応２年、４町目窮民への救手当米(白米)施与例
＜１１
■’
男一陸席一男一女一崎一男一女一階貢一女一鰯一男一女一鰯一男一女一崎！ＩＦ加えたもの。なお※ 峰1７３１７５
F￣’１｜，
■
Ｐ
~'1
５
１
〔注〕１２３４
※
］
印
の
人
数
は
、
宿
抱
人
足
を
加
え
た
も
の
。
な
お
※
３
印
も
同
様
。
※２印の米量は、２町目等から新規加入した９人分の手当米１斗８升を含む(すなわち５石４斗５升十１斗８升分)。
提供俵数(白米)の１俵は３斗６升入り。
慶応２年｢貧民救手当米覚｣(大川家文書)により作表。
月
日
戸
数
人
数
１日分
/1人
手当米小計(Ａ）
宿
抱
人
足
１日分
/1人
手
当
米
小計(Ｂ）
((Ａ)＋(Ｂ)）
×
日
数
分
提
供
俵
数
及
び
提
供
者
内
訳
６月４日
軒
7０
人
227
男女３～14才
8８
人
8０5９
５
△、［ユ
４３
〈、。
０
升．４
斗．４３．２．０．
１．７．７．
石
斗
升
合
､９．３．６．
(ママ）
2２ 人
５
△、Ｌ」
斗
升
イ
ャ
１．１．０．
石
斗
升
谷
５．２．３６０．
(５日分）
俊
斗
升
合
1６．０．０．０．
内出4俵､中4俵､亀甲屋
1俵､柏屋l俵､大和屋1俵、
野島屋l俵、岡田屋l俵、
穀屋l俵､奈良崖2俵
６月11日
7３
豪１
260
男女３～14才
9１8４6３
５４３
４．５．５
●
３．３．６．
１．８．９．
､９．８．０．
2２
ＦＤ
１．１．０．
７．６．３．０．
(７日分）
2１．１．５．６．
大和屋浅古半兵衛1人持
ち
６月25日
7３
260
男女３～１４才
1138４6３
５４３
５．６．５．
３．３．６
１．８．９．
１．０．９．０．
５．４．５．０．
(５日分）
1６．０．０．０．
中3俵､内出2俵､亀甲屋１
俵､1町目10俵
７月１２日
7３
260
男女３－１４才
1138４6３
一□４３
５
．
６
．
５
．
３．３．６．
１．８．９．
１．０．９．０．
張２
５．６．３．０．
(５日分）
1６．０．０．０．
中3俵､内出3俵､亀甲屋1
俵､1町目9俵
８月12日
7５
272
男女３－１４才
1178８6７
５４３
５
．
８
．
５
．
３．５．２．
２．０．１
●
１．１．３．８．
５
．
６
．
９
．
０
．
(５日分）
1７．０．６．０．
(ママ）
1町目9俵1斗7升、中4俵
1斗8升5合、内出2俵5升
5合､亀甲屋1俵
９月22日
7４
※３
282
男女３～14才
1128８6２
５４３
５．６．０．
３．５．２．
１．８．６．
1．０．９．８．
2０
５
１．０．０
●
５．９．９．０
(５日分）
●
1７．０．７
● ０
●
1町目8俵3斗2升、中3俵
3斗､内出3俵1斗､亀甲屋
1俵7升
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宿
内
５
町
目
に
居
住
す
る
手
当
米
受
給
者
の
家
族
数
と
戸
主
年
齢
(
慶
応
２
年
）
表５
７０才
吉崎刑郵ね螂刑鋤酬ら到 升城吉安そ久勘已松と大
１２３４５６７８９０１
５５５５５５５５５６６
借借借借借借借借借借借借借借借借借昔日昔昔昔昔昔
地店店店店店店店店店店店店店店店店店店店
斗池》》》蕾奄『》》晴》》藷》》鋤籠祢關》繩》岬『伽「
｜｜’
１２３４５６７８９ｎｎｎ田皿咀咀Ⅳ咀四印Ⅲ皿閲別記注
昔
３
４
７
４
８
イ
ロ
１
２
３
６
借
１
１
２
店
借
’四一Ｍ｜冊一Ⅱ｜Ⅱ一冊一冊一旦Ⅲ。 識iii窪
一弱
、
’
１
４
４
＝
‘１５
■
!
■
1
m
回
４
０
４
６
ヨ
｜
国
太
郎
｜
店
信
浅古半兵衛殿５宿内窮民手当米割渡帳」（浅古家文書）により作表。
腫鋼Ｑ愚ＥＪＪ幾mI無煙（田任）
＜
名
前
身
分
家
族
数
男
女
計
主齢
戸年
名
前
身
分
家
族
数
男
女
計
￣
、
Ｐ
王
年齢
名
前
身
分
家
族
数
男
女
計
￣
、
Ｆ１王
年齢
１
ふ
じ
地
借
1人
1人
2人
70才
2６
利
八
店
借
1人
ワヘ￣
3人
53才
5１
升
吉
店
借
1人
1人
2人
54丁
２
利
助
店
借
３
４
７
4８
2７
清
吉
店
借
２
？］
４
3２
5２
城
崎
店
借
２
２
４
5９
３
久
三
郎
店
借
１
２
３
6９
2８
ま
ん
店
借
０
１
１
6５
5３
吉
五
郎
店
借
１
１
２
5９
４
べ
ん
店
借
１
１
２
2４
2９
藤
三
郎
店
借
３
１
４
4３
5４
安
五
郎
店
借
２
２
４
3５
５
興
斎
店
借
１
１
２
5７
3０
藤
七
店
借
１
１
２
6３
5５
そ
ね
店
借
０
１
１
4９
６
定
吉
店
借
１
２
３
2７
3１
豊
蔵
店
借
１
１
１
２
3０
5６
久
次
郎
店
借
２
３
５
4０
７
￣
管
店
借
１
１
２
3８
3２
留
五
郎
店
借
１
１
２
2２
5７
勘
五
郎
店
借
２
１
３
5９
８
宇
之
肋
店
借
１
２
３
4７
3３
由
蔵
店
借
２
２
４
5５
5８
已
之
肋
店
借
１
１
２
5８
９
圧
次
郎
店
借
１
２
３
4７
3４
し
げ
店
借
０
３
３
5８
5９
松
五
郎
店
借
１
１
２
3６
1０
又
兵
衛
店
借
１
２
３
5４
3５
初
五
郎
店
借
３
１
４
4５
6０
と
ら
店
借
１
１
２
1１
八
十
吉
店
借
１
２
３
4８
3６
周
蔵
店
借
１
１
２
2６
6１
太
三
郎
店
借
２
２
４
3９
1２
長
五
郎
店
借
１
２
３
4７
3７
兵
蔵
店
借
３
２
５
4５
6２
吉
蔵
店
借
１
２
３
3４
1３
倉
之
助
店
借
１
１
２
4１
3８
源
兵
衛
店
借
３
１
４
3３
6３
吉
五
郎
店
借
１
２
３
3４
1４
栄
吉
店
借
３
３
６
5９
3９
林
蔵
店
借
２
２
４
4６
6４
三
百
蔵
店
借
３
１
４
3８
1５
伊
三
郎
店
借
２
２
４
3９
4０
勘
五
郎
店
借
１
１
２
6１
6５
す
み
店
借
０
２
２
6２
1６
善
次
郎
店
借
１
３
４
3５
4１
圧
太
郎
店
借
１
３
４
3０
6６
し
ち
店
借
０
１
１
6４
1７
藤
助
店
借
２
２
４
5９
4２
喜
三
郎
店
借
1
？］
３
6７
助
八
店
借
１
２
３
5８
1８
留
吉
店
借
３
１
４
3４
4３
文
蔵
店
借
？】
１
３
5６
6８
弥
吉
店
借
１
３
４
3２
1９
利
介
店
借
３
２
【、
5６
4４
多
喜
蔵
店
借
２
３
ＦＤ
3１
6９
庄
次
郎
地
借
３
３
６
4２
2０
源
助
店
借
１
３
４
5７
4５
い
わ
店
借
０
２
２
5８
7０
平左衛門
店
借
１
１
２
2４
2１
升
五
郎
店
借
１
２
３
4０
4６
五
郎
店
借
４
１
５
4５
7１
い
き
店
借
０
１
１
6５
2２
林
蔵
店
借
２
０
２
5８
4７
要
蔵
店
借
２
１
３
4６
7２
留
吉
番非人
２
１
３
3５
2３
三
五
郎
店
借
１
４
５
3５
4８
ひ
ざ
店
借
１
１
ワ］
3９
7３
閻
魔
坊
道心者
１
０
１
5９
2４
助右衛門
店
借
１
１
２
4３
4９
国
太
郎
店
借
１
０
１
3６
7４
墓
守
坊
道心者
１
０
１
5３
2５
字
兵
衛
店
借
１
１
２
5５
5０
た
き
店
借
０
１
１
5２
合
計
104
119
223
4６．２
Hosei University RepositoryUniversity Repository
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
た
各
百
分
比
は
、
お
お
む
ね
他
町
内
に
お
い
て
も
適
用
可
能
と
考
え
ら
れ
る
が
、
特
に
前
者
に
ふる九割強の店借は、断片的史料によりゑていくと鳶人足・
桶工・土方・古鉄買いなどを生業とする相対的な低額所得
者
層
で
あ
っ
た
が
、
か
れ
ら
は
ま
た
表
４
に
ふ
る
七
月
十
二
日
の
手
当
て
例
’
二
町
目
な
ど
か
ら
の
新
規
加
入
者
へ
の
手
当
て
例
ｌ
か
ら
も
推
考
さ
れ
る
よ
う
に
、
き
わ
め
て
定
住
性
の
低
い
階
層
で
も
あった。
豪商農による施行は、引き続いて「二月時分〈、両一一八
（鈍）
升
」
の
米
価
を
示
す
翌
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
も
二
月
か
ら
八
月
に
か
げ
て
四
町
目
窮
民
に
対
し
毎
月
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
二
月
八
日
の
施
米
は
、
六
町
目
窮
民
へ
の
施
米
と
と
も
に
、
や
は
り
大
和
屋
半
兵
衛
一
人
持
ち
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
大
和
屋
宗
家
か
ら
は
、
施
行
米
金
や
上
納
金
へ
総
額
一
○
八
六
両
余
の
出
金
が
（躯）
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
大
半
は
各
町
内
ご
と
の
窮
民
に
施
行
さ
れ
る
救
済
費
用
に
充
当
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
法
政
史
学
第
四
十
五
号
田畑作徳金之儀者、積立金一一致置、子孫之子供別家致
候嗽、又者縁付侯節仕度金一一差出可申侯、尤無拠義一一
付、御公儀様狡御用金被仰付候阿、右金子ヲ以差出シ
可
申
侯
、
私
之
冥
加
金
者
決
而
差
出
中
間
敷
候
、
且
又
飢
饅
之
年柄、諸色高直一一而飢人・貧窮難渋人等有之候阿、右
積立金之内を以助成救一一さし出可申候事（傍線筆者）
こ
の
史
料
は
、
豪
商
大
和
屋
（
持
高
一
三
○
石
）
の
家
政
向
き
に
お
い
て
、
田
畑
小
作
料
の
積
立
て
に
よ
る
常
備
金
の
設
定
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
糸
た
よ
う
に
大
和
屋
は、豪商農一六人衆のなかでも筆頭格の大店地主商人とし
て、ゑずからも小作人・縫子・伝馬代役などの従属人や、
あ
る
い
は
水
油
・
蝋
燭
・
薪
炭
な
ど
の
日
常
的
な
生
活
用
品
の
供
給
出入人、さらには鳶人足・旦雇など低額所得者の店子を広
範に抱え込永、かれらをはじめとする宿内窮民への救済手
当てを頻繁に実施していた。幕末期に大和屋が巨額出費を
と
も
な
う
懸
命
な
窮
民
救
済
を
実
行
し
得
た
の
は
、
積
立
て
ら
れ
た
こうした常備金の転用が可能であったためと考えられ、ま
たその運用が可能であったからこそ大和屋は、筆頭豪商と
しての慈恵を宿内各町内の窮民へ施すことで、結果的に自
家財産の保全を完遂していったと考えられる。
奥州街道（日光街道）第二継の組合（入会）宿である草
加宿は、近世初頭、中・小高村の確定後に人工的に設置さ
れた江戸近郊の中間宿であったために、交通運輸上の腫要
度に比べて町場としての繁栄には直接結びつかなかった。
お
わ
り
に
八四
〆■、
３６
ミーノ
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し
か
し
そ
の
草
加
宿
も
、
商
品
流
通
・
貨
幣
流
通
の
進
展
を
背
景
に、十九世紀初期には在方資本の蓄積と地借・店借の広範
な取り込みがすすみ、在郷町場としての形態と機能が急速
に整備されていった。とりわけ在方資本においては、慶応
四年（一八六八）一一月一一十八日早朝に新整組（市中警察
隊）隊士七人による強談判を経験する大和屋浅古半兵衛家
を筆頭とする豪商農一六人衆が生成され、特に幕末の米価
高騰期において、かれらは身分的階屑序列下に広範に滞留
する借家住いの雑業窮民などへの救済手当てを各町内単位
で頻繁に実施したのである。
幕末期における草加宿は、まさに貧者・富者の差が歴然
とした構造下で為政者にかわって実施されるこうした民間
レ
ベ
ル
の
救
済
手
当
て
に
よ
る
窮
民
不
満
の
緩
和
と
、
豪
商
農
の
後
押し、さらには周辺定助郷村への人馬役一部転稼を背景と
して、町場としての治安と近世宿駅としての役割りを漸く
維持し、そして果たしていったと考えられるのである。
注（１）宿駅の成立時期については、①慶長十一午年（一六○六）
説、②慶長年中説、③寛永七午年（一六一一一○）説がある。
なお開宿全般にかかわる解明がいまだ大きな課題として残
さ
れ
て
い
る
現
在
、
筆
者
は
①
を
初
期
町
場
の
成
立
時
期
、
③
を
正
幕末期における豪商農の動向と窮民救済（田中）
式近世宿駅（九力村組合による草加宿）の成立時期、と仮
説しておきたい。
（２）「夫食種籾代拝借返納年延御受証文」（天保十一年）大川
家文書。
（３）「日光道中宿村大概帳」壱ｓ近世交通史料集』六、昭和
四十七年）。なお町並み二一町は、右の典拠史料にゑられ
る戸数調査実施年次の天保十四年（一八四三）には、すで
に達成されていたものと考えられる。仮にこれを是とすれ
ば、一九○年近くでほぼ○・三キロメートル町並みは、南
北に拡張されていたことになる。
（４）「武蔵国足立郡谷古田領草加宿由来」野島家文書。
（５）前掲（３）に同じ。
（６）合算各数値の内、宿方居住戸数・人数の割合は、明治四
年
二
八
七
一
）
の
「
草
加
宿
拾
壱
ヶ
村
内
人
員
等
取
調
髭
絵
図
面」（中山家文書）により推定すると、おおむね六割方と
みられる。
（７）たとえば村高七五石余の与左衛門新田における文化期の
村内戸数の推移を示せば次のとおり。①文化元年（一八○
四）は、本百姓五軒・地借四軒・店借一六軒の計一一五軒、
②文化四年二八○七）は、本百姓五軒・地借四軒・店借
二○軒の計一一九軒、③文化十年（一八一三）は、本百姓四
軒・地借四軒・店借一一三軒の計一一二軒。以上からもこの時
期、特に店借層の取り込みが進展していたことを推考させ
る。
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（８）高橋荘右衛門「草加町見聞史』（大正十二年）。ちな承に
同書は、草加宿の成立時期を寛永七年（一六三○）とす
る。
（９）「取究申議定之事」（天保三年）島崎家文書。
（、）「万手扣」（嘉永三年）大川家文書。
（、）右掲（皿）に同じ。
（皿）「万手扣」（安政元年）大川家文書。
（旧）右掲（Ⅲ）に同じ。
（ｕ）「万手扣」（安政四年）大川家文書。
（■）右掲（ｕ）に同じ。
（旧）「浅古六代記」（明治期）浅古家文書。
（Ⅳ）「淳徳識則緒言」（明治期）浅古家文書。
（
旧
）
大
和
屋
の
私
的
河
岸
は
、
ほ
ぼ
Ｍ
６
位
置
の
一
国
屋
河
岸
並
び
に
設置されていたと考えられる。なお綾瀬川沿いの河岸場に
は、このほか半七河岸（Ｍ１）、藤助河岸（肌２）、甚左衛
門河岸（Ｍ３）、魚屋河岸（脳４）、郷河岸（肌５）などが
あったが、宿組村の年貢米津出しには、Ｍ３とＭ４が利用
されていた。
（
旧
）
拙
稿
「
草
加
宿
及
び
周
辺
農
村
の
櫛
造
と
展
開
ｌ
幕
末
・
明
治
初年を中心としてふたｌ」（『草加市史研究』第七号、平
成二年）。なお仲間二二軒は、安政六年（一八五九）九月
に
宿
内
馬
役
の
者
へ
手
当
糠
一
○
○
俵
、
翌
々
月
に
窮
民
へ
の
手
当
米として玄米五五俵の積穀などを実施。
（別）本居宣長「秘本玉くしげ」（天明七年）などは、富者は
法
政
史
学
第
四
十
五
号
「米などを売出すにも、利の多き時を得て売る故に、金銀
を得ること多」（引用は『本居宣長全集」第八巻、筑摩書
房、昭和四十七年による）しと説く。なお関根家を含め、
富
農
や
豪
農
か
ら
の
替
値
は
、
個
人
的
関
係
や
既
設
取
引
の
厚
薄
な
どによって多少の上下があったと考えられる。
（Ⅲ）前掲（肥）に同じ。
（皿）前掲（肥）に同じ。
（羽）大舘右喜『幕末社会の基礎構造』（昭和五十六年）。
（型）「乍恐以書付奉願上候」（天保七年）埼玉県立文書館蔵。
（妬）前掲（焔）に同じ。
（肥）「新編武蔵国風士記稿」巻一三八、国立公文書館蔵。
（Ⅳ）鹿島萬兵術『江戸の夕栄』（中公文庫、平成二年）収載
の進士慶幹による「解説」によると、百相場は、「百文で
一升以上買えれば天下泰平であり、百文に七・八合となる
と、暮らしが窮屈になり、五・六合しか買えないようにな
ると、世情不穏となって、打段しがおきてくる」という。
（邪）前掲（焔）によれば、慶応四年（一八六八）三月十五日
夜、草加宿では六町目に居住の博徒島崎屋富五郎を発頭人
と
す
る
貧
民
徒
党
に
よ
り
、
二
町
日
か
ら
五
町
目
ま
で
の
町
屋
打
ち
こわしが実行されている。
（羽）「覚」（安政三年）大川家文書、「覚」（安政六年）島崎家
文
書
。
と
も
に
呈
示
さ
れ
た
手
間
代
の
ほ
か
は
、
一
切
の
支
払
い
（酒代など）を厳禁されている各職一日当りの手間代は次
表のとおり。なおＡにおいては、④を除く①～①の手間代
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を
一
両
Ⅱ
銀
六
○
匁
、
一
両
Ⅱ
銭
六
貫
六
○
○
文
相
場
、
ま
た
Ｂ
に
お
い
て
は、⑤を除く①～
③
の
手
間
代
を
一
両
Ⅱ銭六貧七三○文
相
場
と
し
て
便
宜
的
に
銭
表
示
へ
の
換
算
を試ふた。
（別）「諸色直段引下」
（
万
廷
元
年
）
国
立
国
会
図
書
館
蔵
。
（
Ⅲ
）
た
と
え
ば
松
原
岩
五
郎
の
『
最
暗
黒
の
東京』（岩波文庫、
平
成
三
年
）
は
、
「
衣
食
住
の
三
の
も
のにて貧民の重担
に
報
む
し
の
は
家
賃
な
り
」
と
指
摘
す
る。
（皿）「覚」（文久元年）
野口家文書。
幕末期における豪商農の動向と窮民救済（田中）
（羽）「六丁目貧民手当渡方扣帳」（文久元年）野口家文書。
なお残余銭六○○文は伊勢屋甚左衛門預り。
（弘）「常福寺過去帳」常福寺文書。
（妬）前掲（旧）に同じ。なおこの年、大和屋半兵衛には前年
施行の救済手当てにより、幕府から「御褒美銀」が下賜さ
れている。
（胡）「先祖申伝制条書」（嘉永六年）浅古家文書。
（町）たとえば「乍恐以返答書奉申上候」（寛政十年）大川家
文書に「草加宿之儀〈（中略）江戸近郷之儀故往来旅人休
泊簿、其上商人少候得〈、近在助郷村々迄江戸表江罷出候
故、一向賑ひ候義も無之連々困窮相募」るとする記載が認
められる。
〔付記〕本稿執筆に当っては、法政大学の村上直先生に終始御
懇切な御指導を頂き、また史料閲読に当っては、浅古正三氏・
大川正男氏・草加市史編纂室長樋口乾三氏らに多大の御便宜を
頂戴した。記して謝意を表します。
八七
渡世 Ａ、（安政３年〈1856>９月）手間代 備考
Ｂ・（安政６年く1859>２月）
手間代 備考
① 大工 330 文 職人１人当り銀３匁 306 文 金１分当I)職人５人半
② 左官 413 〃 3匁７分５厘 374 〃 4人半
③ 屋根葺 300 〃 2匁７分３厘 259 〃 6人半
④ 桶工 259 〃 ６人半
⑤ 木挽 330 〃 3匁
⑥ 木伐(杣） 275 ﾉノ 2匁５分 259 〃 ６人半
⑦ 瓦葺 4８１ 〃 ３人半
⑧ 石工 481 ﾉノ ３人半
⑨ 鳶人足 250 224
⑩ 日雇 1７２ 1４８
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